


歳　入 総額59億767４万円

※自主財源：町が自主的に収入する財源
※依存財源：‌�国や県から定められた額を

収入する財源

国庫支出金
７億５７２２万円　１２．７％

県支出金
３億４８５万円　５．１％

地方消費税交付金
２億４１８０万円　４．０％

依存財源依存財源
38億27３万円38億27３万円

63．6％63．6％

自主財源自主財源
21億7401万円21億7401万円

36．４％36．４％

地方譲与税
４２７７万円　０．７％

地方交付税
２２億１８５７万円　３７．１％

分担金および負担金
３０１８万円　０．５％

使用料および手数料
４２３５万円　０．７％

繰越金
４億５８８１万円　７．７％

寄附金など
２億８５９２万円　４．８％
財産収入・寄附金

諸収入
２億４２８５万円　４．１％
土地開発公社への貸付金元利収入等

繰入金
９４３６万円　１．６％
財政調整基金などを崩して使うこと

町税
１０億１９５４万円　１７．０％
町民税・固定資産税・たばこ税などその他　３５８２万円　０．６％

自動車取得税交付金・
地方特別交付金など

町債
２億１７０万円　３．４％
銀行などからの借入金

歳　出 総額56億2450万円

維持補修費
１億７３９７万円　３．１％

補助費等
７億３３７万円　１２．５％

繰出金
７億５５８万円　１２．５％

物件費
９億６９８４万円　１７．２％

普通建設事業費・災害復旧事業費
２億６１７万円　３．７％

その他の経費その他の経費
32億864２万円32億864２万円

58．4％58．4％

義務的経費義務的経費
21億319１万円21億319１万円

37．9％37．9％

投資的経費投資的経費
2億617万円2億617万円

3．7％3．7％

扶助費
７億２５１８万円　１２．９％
社会保障制度の一環として
支出する経費

公債費
４億９１０８万円　８．７％
借入金の元利償還金

人件費
９億１５６５万円　１６．３％
議員・職員・各種委員の給与

積立金
５億２７８３万円　９．４％

※義務的経費：‌�支出が義務付けられ、任意に
削減できない経費

※投資的経費：‌�施設など、財産として将来に
残るものにかかる経費

令和３年度 決算を認定！令和３年度 決算を認定！ ９　月
定例会

会 期

　９月定例会は、９月６日から 
１４日までの９日間で開かれました。
　議事内容は、令和３年度中山町
一般会計・各特別会計歳入歳出決
算の認定、令和４年度補正予算６
件のほか、条例の制定２件、財産
の取得、人事案件２件、意見書の
提出などで、すべて原案のとおり
認定、可決されました。
　ただし、議第４９号については 
９月９日に町長より議案撤回の 
請求があり、この件を発端に議員
懇談会が開かれ、町長に申入書

（⇒関連記事P１０・１１）を提出する事
態に至りました。

９月６日から
１４日まで

歳出総額 歳出総額 5656億億24502450万円万円（前年度比１４．１％減少）（前年度比１４．１％減少）
　令和３年度中山町一般会計および各特別会計について、７月２２
日、２５日から２６日、２８日から２９日の５日間、決算審査が行われまし
た。主な内容は以下のとおりです。

○審査方法
　各会計歳入歳出決算書・同実質収支に関する調書のほか、関係書類について提
出を求め、併せて関係職員から説明を聴取し、さらに既往の監査の結果等も参考
にするなど、慎重に審査を行った。
⑴　決算の計数は正確か。
⑵‌�　事務・事業が予算どおり執行されたか、また法令に違反していないかどうか。
⑶　財政運営が健全であったか。
⑷　過去における監査指摘事項が改善されたかどうか。
○審査の結果
　全般的にはおおむね妥当な決算であると認められるが、一部に改善を要する事
務等が確認されたことから、次のとおり指摘するので改善を図られたい。

⑴‌�　昨年度の決算審査意見書では、公共下水道使用料の収納状況について滞納繰
越分の増加傾向を指摘し、より一層の収納対策を求めたが、今年度も２５６万‌
９９１０円の不納欠損額が生じている。

　‌�　また、農業集落排水使用料の滞納繰越分については、１２７万１９３０円の不納欠
損額が生じている。

　‌�　これらは、金銭債権にかかる時効の中断が行われなかったため、金銭債権が
消滅したものである。今後はこのようなことのないよう、適切な収納対策に努
められたい。

⑵‌�　基金については、今野半次郎児童文庫基金やスポーツ振興基金等、運用益等
が少なく、有効活用されているとは言い難いものがある。基金設置の目的およ
びその運用方針に照らして、現在の運用状況が現実的であるのか見直し、基金
の有効活用または存廃について検討され、事務負担の軽減につなげられたい。

⑶‌�　公有財産のうち、未利用地となっている土地について、取得および利用目的が
明確なものについては速やかに適切な利活用を行い、取得および利用目的が明確
となっていないものについては売却や貸付けを行う等、資産としての適切な運用
を行われたい。� 中山町代表監査委員　村山　拓　　中山町監査委員　斎藤眞一

監査委員から町当局への指摘事項

令和３年度決算審査等結果報告

期　日 会　　議 備　　考

９月６日（火）
本　会　議

（柏倉家住宅保存・　
 利活用特別委員会）

請願
一般質問
議第４０号　提案理由の説明
報告

９月７日（水） 休　　　会
（全員協議会）

午前　総合政策課
午後　総務広報課

９月８日（木） 休　　　会
（全員協議会）

午前　住民税務課（国民健康保険・後期高齢者医療）
午後　健康福祉課（介護保険）

９月９日（金） 休　　　会
（全員協議会）

午前　産業振興課・農業委員会
午後　建　設　課（農業集落排水・公共下水道事業）

９月１２日（月）
休　　　会

（全員協議会）
（議員懇談会）

午前　教　育　課
午後　議会事務局

９月１３日（火） 休　　　会

９月１４日（水）
（議会運営委員会）

本　会　議
（議員懇談会）
（全員協議会）

議第４０号　質疑、討論、採決
議第４１号〜５３号　各件毎提案理由の説明、質疑、討論、採決

令和４年 中山町議会９月定例会日程表

投資および出資金

貸付金
２億５８３万円　３．７％

※９月７日から１２日までの全員協議会は、令和３年度決算に係る説明、質疑を各課ごとに行ったものです。

　令和３年度の歳入は、新型コロナウイルス感染症の影響による、町税や諸収入（自主財源）などの減少と、
国からの補助である国庫支出金（依存財源）などが減少し、前年度と比べると大きく減収となりました。
　歳出は、生活困窮者や子育て世帯など、社会全体を支える扶助費や維持補修費は増加しましたが、それ以
外のほとんどは減少となり、より慎重にていねいな支出を求めるものです。

一般会計
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令和３年度決算を徹底チェック！

― 予算は適正・効率的に使われたか ―
　議会の仕事の一つに、行政のチェック機能があります。そこで、令和３年度は新規事業や
拡充された事業を中心に、その決算状況と効果について検証します。

チェック ５

　子育て世帯および町外からの移住世帯が、町内に住宅を取得する際に補助金を交付し、経済的負担
を軽減した。これにより、子育て世帯９世帯、町外からの移住子育て世帯５世帯、町外からの移住世
帯４世帯の計１８世帯、６０名の定住を促進した。

　　　 定住促進・住宅取得支援事業新 規
子育て世代の定住を促進

予算額 810万円　決算額 ６４０万円

チェック ６

　認定農業者および認定新規就農者の農機具、農薬の購入に対する補助金や、認定新規就農者に対す
る農業次世代人材投資資金など、県との連携事業の実施や各種周知を行い、令和３年度は３名が認定
新規就農者となった。

　　　 農業担い手育成事業継 続
農業の担い手を支援、３名が新規就農

予算額 １３７５万３０００円　決算額 １１０５万９０００円

チェック ７

　低所得世帯への生活支援対策として実施した、灯油購入費等の暖房費助成１世帯当たり５０００円
（県２５００円・町２５００円）に対し、原油高騰への対応として、町独自で１世帯当たり５０００円を追加助
成した。

　　　 臨時特別低所得世帯の冬の生活応援金交付事業拡 充
冬の生活応援金を上乗せし、原油高に対応

予算額 ４５０万円　決算額 ４０８万円

チェック ３

　利用希望者が増加していることから、豊田地区農業集落多目的集会施設を改修し、放課後児童‌
クラブとして利用した。これにより、たかとりクラブの定員が１２名増の４０名となり、令和３年度は、‌
たかとりクラブ３７名、ながさきクラブ９４名、合わせて１３１名の利用があった。

　　　 放課後児童クラブ運営事業拡 充
放課後児童クラブの利用希望者増加に対応

予算額 ８８５９万円　決算額 ７４１９万８０００円

チェック １

　当初提示された予算案には盛り込まれなかったが、予算案の否決を受け修正された予算に基づき、
コロナ禍における子育て世帯への支援のため、令和３年度も継続して新生児に対する特別給付金

（１０万円）を３６名に給付した。

　　　 中山町新生児特別給付金給付事業継 続
令和３年度も新生児への特別給付金を継続

予算額 ４００万６０００円　決算額 ３６０万円

散歩中など気軽に立ち寄れる足湯が再開

チェック ２ 待望の足湯を再開

　修正された予算に基づき事業が進めら
れ、令和２年７月より利用できなくなっ
ていた足湯施設がようやく修繕され、令
和３年１０月２３日、１年３か月ぶりに利用
が再開された。

　　　 足湯施設修繕事業拡 充
予算額 ９１万３０００円
決算額 ９１万３０００円

チェック ４

　コロナ禍の中、新たな観光資源の開拓を行い、
町観光協会と連携し数多くの事業を行った。町内
を歩いて楽しむ「ぶらリズム」（８１５名参加）や、
旧柏倉家住宅ガイド付きツアー＆紅花染め、布に
絵を描くように絨

じゅうたん
毯を作る（タフティング）体験

モニターなど、観光動向調査を行った。また、動
画配信で芋煮会発祥の地をＰＲした。

　　　 観光振興事業継 続
町内の観光資源を活用し、地域経済の活性化を狙う

予算額 １２２２万３０００円
決算額 １１７５万４０００円

「ぶらリズム」のキックオフイベントでは、
かぶと虫を探し、かぶと虫相撲体験も開催　

5 令和４年１１月１日 発行令和４年１１月１日 発行 4なかやま議会だより No.２3なかやま議会だより No.２3

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会



　９月定例会で第４回目の予算の見直しを行いました。その結果、歳入歳出予算にそれぞれ４０２２万９０００円
を増額し、総額で５４億７６５１万８０００円とするものです。見直しの主な内容は次のとおりです。

水防拠点施設建設予定地

流域治水対策事業
　建設予定の水防拠点施設を除雪基地に接続するた
め、施工時に運用中の警報装置の仮設切り替えを行
う費用２１万８０００円と、建設資材の高騰等により建設
工事費を８１４万円追加し、合計８３５万８０００円を増額補
正するものです。補正後の建設工事費総額は４１１４万
円で、事業の総額は８９８０万円となります。

浸水害対策水防拠点施設
建設工事

ト

ピックス

2

大豆生産性向上を支援

除雪体制を強化

水田営農振興事業

道路除雪事業

　県の「水田麦・大豆産地生産向上事業」において、
令和４年度、町内２つの大豆転作組合が採択された
ことにより、トラクター３台とコンバイン１台の農
業機械導入に対する補助等を行うため、県の事業補
助金１５５０万４０００円を増額補正するものです。

　大雪となった昨冬の除雪において、除雪機械およ
び道路等の修繕料が増加したことを受け、今冬に向
け修繕費５９０万４０００円を増額するものです。また、
リースしていた８トン級除雪ドーザを買い取るた
め、リース料を減額し、備品購入費１６５万円を増額
します。そして新たに、除雪出動基準の明確化およ
び除雪エリア設定の最適化を図ることを目的に、町
内３か所を選定して降雪・積雪情報を収集するシス

ト

ピックス

1

ト

ピックス

３

収穫が近い大豆畑

大雪は町財政を圧迫する

テム導入の実証実験を行うため、積雪モニタリングシステム借上料９９万円を増額し、合計８１６万４０００円を‌
増額補正するものです。補正後の事業の総額は６８５７万４０００円となります。

令和４年度一般会計補正予算令和４年度一般会計補正予算（第４号）（第４号）９月定例会その議案に私は賛成、私は反対その議案に私は賛成、私は反対

議
案
番
号

議案名と主な内容
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
佐
東　
幸
治

須
貝　
勝
司

夛
田　
慎
二

鈴
木　
徹
雄

渡
辺　
博
文

斎
藤　
眞
一

村
山　
　
隆

欠　
員

佐
竹　
英
規

鎌
上　
　
徹

議第
４０号

令和３年度中山町一般会計歳入歳出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

令和３年度中山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度中山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度中山町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度中山町農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定について
令和３年度中山町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

４１号
令和４年度中山町一般会計補正予算（第４号）について
歳入歳出予算それぞれ４０２２万９０００円増額し、歳入歳出予算総額を
５４億７６５１万８０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

４２号
令和４年度中山町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算それぞれ４１５８万４０００円増額し、歳入歳出予算総額を
１２億４３０万円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

４３号
令和４年度中山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算それぞれ５６万６０００円増額し、歳入歳出予算総額を
１億６０２１万４０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

４４号
令和４年度中山町介護保険特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算それぞれ１８５９万２０００円増額し、歳入歳出予算総額を
１３億６４９６万３０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

４５号 令和４年度中山町農業集落排水特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算の総額をそれぞれ変更せず、歳入歳出予算総額を５２３５万４０００円とする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

４６号
令和４年度中山町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について
歳入歳出予算それぞれ９４６万６０００円減額し、歳入歳出予算総額を
５億４４７万６０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

４７号
中山町議会議員及び中山町長の選挙における選挙運動の公営に関する条例
の一部を改正する条例の制定について
公職選挙法施行令の一部改正に伴い、関係する条例の整備を図る必要があるため

（⇒関連記事Ｐ８）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

４８号
中山町職員の育児休業等に関する条例及び中山町職員の勤務時間、休暇等
に関する条例の一部を改正する条例の制定について
育児等と仕事の両立を支援する環境を整備するため、育児休業の取得に係る要件
や育児参加のための休暇の対象期間等について、条例の改正を行うため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

４９号 　　　　　中山町食品加工施設の設置及び管理に関する条例の設定について
町長より議案撤回の請求があったため、同日議長がそれを許可した - ＊

５０号
財産の取得について
議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定による
防災行政無線（同報系）戸別受信機（@InfoCanal）を２００台購入

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

５１号
中山町教育委員会委員の任命について
中山町教育委員会委員大津俊則氏の任期が満了（令和４年９月３０日）するが、引き
続き同氏を任命するにあたり、議会の同意を求めるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

５２号
中山町固定資産評価審査委員会委員の選任について
中山町固定資産評価審査委員会委員１名の任期が満了（令和４年９月３０日）するの
で、新たに、須貝幸司氏を選任するにあたり、議会の同意を求めるため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

５３号

令和４年度水田活用の直接支払交付金の見直しに関する意見書の提出について
国において示された令和４年度の水田活用の直接支払交付金の見直しについて、
その内容に現場では大きな混乱が生じており、今後の耕作放棄地や離農者の増加
などが懸念されている。
ついては、将来にわたって安定的な営農、農地の維持が展望できるよう、現場の
課題を十分に検証したうえで適切かつ万全な対策を講じることを求めるため、地
方自治法第９９条の規定により、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、
農林水産大臣に対し、意見書を提出するため

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

議案撤回

９月定例会 採決状況 ○賛成　●反対　 欠席　 退席

※注：議長は採決に加わりません。議席番号８番は欠員となります。
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請願と陳情（要望）９月定例会では、継続審査されていた請願１件を採択。陳情１件が提出されました。

陳　　情
受理年月日：令和４年６月７日
陳　情　者：井田　敏美

中国共産党による臓器収奪の即時停止ならびに
人権状況の改善を求める意見書の提出に関する陳情

議第５３号 令和４年度水田活用の直接支払交付金の見直しに
関する意見書の提出について

受理年月日：令和４年４月２６日　　　　　　　　　　　　　
請　願　者：山形農業協同組合　代表理事組合長　岡崎　輝明
　　　　　　山形農協農政対策協議会　会長　岡崎　輝明

令和４年度水田活用の直接支払交付金の見直しに関する意見書
　国から令和４年度の水田活用の直接支払交付金の見直しが示されている。
　この見直しにおいて、特に、今後５年間に一度も水張りを行わない水田に対し、補助金の交付対象水田
から除外するとした方針については、現場では大きな混乱が生じており、今後の耕作放棄地や離農者の増
加などが懸念されている。
　また、多年生作物（牧草）に対する支援の見直しも運用に不安が拡がっている。
　ついては、作付転換を進めてきた生産者並びに産地の努力に報いるため、将来にわたって安定的な営農・
農地の維持が展望できるよう、現場の課題を十分に検証したうえで適切かつ万全な対策を講じることを求
め、下記のとおり強く要望する。

記
１‌�　今後５年間に一度も水張りを行わない水田について交付対象水田から除外されることにより、耕作放

棄地の増加や離農者の増加などが懸念されていることから、これまでの産地の取り組みや経緯と地域実
態を踏まえ、運用の見直しを図ること。

２‌�　交付対象水田を畑地化した場合にあっても、土地利用型の営農形態でも生産者の所得が減少せず意欲
をもって生産活動に取り組めるよう、中山間地域対策などの地域政策の観点も含めて、畑作物の再生産
に必要な措置を講じること。

３‌�　多年生作物（牧草）の交付金が削減された場合、賃借料や土地改良水利費の負担が大きくなり、生産
の縮小が懸念される。輸入乾牧草の価格高騰が続いていることを踏まえ、生産の維持・拡大に向けた支
援策を講ずること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　　令和４年９月１４日
　衆 議 院 議 長 様
　参 議 院 議 長 様
　内 閣 総 理 大 臣 様
　財 務 大 臣 様
　農 林 水 産 大 臣 様
� 山形県東村山郡中山町議会議長　鎌 上 　徹　

採
択

　継続審査されていた「令和４年度水田活用の直接支払交付金の見直しに関する請願について」
は、厚生産業常任委員会および本会議において採択となったことから、議第５３号として以下のとお
り議案が提出され、全会一致で可決しました。

人 事 案 件
中山町教育委員会委員の
� 任命に同意

大
おお

津
つ

 俊
とし

則
のり

 氏
（柳沢・６１歳　再任）

任期：令和４年１０月１日～
　　　令和８年９月３０日

中山町固定資産評価審査
委員会委員の選任に同意

須
す

貝
がい

 幸
こう

司
じ

 氏
（岡・６８歳　新任）

任期：令和４年１０月１日～
　　　令和７年９月３０日

特別解説 議第４７号

　９月１４日、本会議において、議第４７号「中山町議会議員及び中山町長の選挙における選挙運動の公
営に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を、全会一致で可決しました。
　選挙公営制度は、お金のかからない選挙のため、また、候補者間の選挙運動の機会均等を図るため
に採用されている制度です。これにより立候補者の選挙費用負担が少なくなり、立候補しやすい環境
が一歩前進しました。
　今回の改正により、具体的な選挙運動費用についての公費負担は下記のとおりとなりました。

選挙にかかる立候補者の費用負担軽減へ選挙にかかる立候補者の費用負担軽減へ

中山町議会議員選挙においての公費負担について

選挙運動用自動車
一般運送契約（ハイヤー業社等）
・選挙運動自動車（燃料費を含む）と運転手費用
　１日について ６４，５００円 ５日間合計３２２，５００円
その他の契約
・自動車借入契約（レンタカー等）
　１日について １６，１００円 ５日間合計 ８０，５００円
・燃料供給契約
　１日について　７，７００円 ５日間合計 ３８，５００円
・運転者雇用契約
　１日について １２，５００円 ５日間合計 ６２，５００円
＊‌�候補者と生計を一にする親族（当該契約に係る業務

を業として行うものを除く）と契約する場合は、公
費負担の対象とはならない

＊‌�看板、スピーカー設置費用は、公費負担の対象とは
ならない

選挙運動用ビラの作成
選挙運動用ビラの作成費用（Ａ４サイズ以内）
１，６００枚以内（１枚７円７３銭以内、１２，３６８円以内）

選挙運動用ポスターの作成
選挙用ポスター作成費用（ポスター掲示場６０か所の場合）
ポスター数×１枚５，８１３円以内

全てにおいて公費負担上限額以内で
実際に要した費用が公費負担となります

次回の選挙より新たに供託金１５万円を法務局に預けることが必要となります

立候補者の獲得票数が有効投票数÷議員定数×１０分の１未満の場合は没収となります。

供託金とは、当選を争う意思のない人が、売名などの理由で無責任に立候補することを防ぐための制度です

（例）有効投票数（投票が認められた票）７０００票　※中山町の議員定数１０名の場合
　　 ７０００票÷１０人×１０分の１＝７０票となり
　　 獲得投票数が７０票以上の場合は供託金は返金されます。
　　 ７０票未満の場合は、供託金は没収され公費による負担金はなくなり、全額自己負担となります。
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議会対応に関する申入書

　佐藤町長のこれまでの議会対応において、事前説明なしの重要事業の執行や会議での不適
切な発言など、議会軽視と不誠実な対応が幾度となく見受けられてきた。
　このようなことが繰り返されると、議会の町長に対する不信感が増大し、町政の混乱を招
くとともに、中山町の将来に大きな禍根を残すことになる。
　また、議会への提出資料については、町長の責任において提出されるものと考えるが、こ
れまで指摘してきた問題点の確認や調整が不十分なまま議案が提出されたり、町長決裁の過
程を経ずに資料が提出されている状況が見受けられている。
　よって、本議会は、今後の誠実で適切な議会対応について、下記のとおり強く申し入れる。

記

１‌�　これまでにおいて、議会への説明がないままの専決処分での事業執行や問題を抱えてい
る事業費を大幅に増額した予算案提出など、強引で不信感を抱かせる議会対応があった。

　‌�　第６次中山町総合発展計画に掲げる各種事業を推進し達成するためには、議会と執行部
の政策論争があったとしても、互いの信頼関係が不可欠であり、今後は丁寧で適切な議会
対応を強く求める。

２‌�　佐藤町長によるこれまでの発言において、議員を揶揄する発言後に発言取消しを申し出
たり、冠水しやすい地域住民に対し被災の覚悟を求める発言、町長の責任において提案し
た議案に対する自らの否定的な発言など、不誠実と言わざるを得ないものが散見された。

　‌�　一瞬で議会との信頼関係を損ねた発言もあり、組織のリーダーの発言としては言語道断
である。

　‌�　行政の最高責任者としての自覚を持ってもらい、第６次中山町総合発展計画に掲げる
「まちの将来像」への歩みを互いに共有できるような誠実な発言を望むものである。

３‌�　令和４年９月９日付で撤回を許可した議案については、議会からの再三にわたる指摘事
項の確認や調整が不十分なまま提案されたものである。

　‌�　議案作成に対する意識の低さが感じられるとともに、議会軽視と言わざるを得ないもの
である。

　‌�　議案については、行政における最重要文書の一つという認識で作成するのは勿論のこ
と、必要に応じ議案説明の全員協議会前に議会への事前協議を図るなど、細心の注意を払
い提案されることを強く望む。

４‌�　今定例会に関係する会議における資料について、重要な資料であっても町長の了解を経
ないで提出されたものが見受けられた。

　‌�　このことは、組織の基本である内部統制の欠如であり、議会対応に限らずあらゆる面に
おいて、二度と同様のことがないよう措置を講じられたい。

　‌�　また、議会への説明については、タイミングを逸することなどがないよう、適宜適切な
状況を判断したうえで調整願いたい。

５‌�　各種会議資料については、議案に直結する資料は基本的に３日前配付とされているが、
それ以外の資料は多くが当日配付となっている現状にある。

　‌�　議事機関・意思決定機関としての議会の役割と責任を果たすには、多くの情報を理解し
議論を深める必要があることから、議員に対する全ての会議における資料配付について
は、今後は原則３日前に統一するよう強く求める。

　　中山町長　佐　藤　俊　晴　　様

　　　　令和４年９月１４日

� 山形県東村山郡中山町議会　　　　　　
� 中山町議会議長　　鎌上　　徹　　
� 中山町議会副議長　佐東　幸治　　
� 中山町議会議員　　須貝　勝司　　
� 中山町議会議員　　夛田　慎二　　
　� 中山町議会議員　　鈴木　徹雄　　
� 中山町議会議員　　渡辺　博文　　
� 中山町議会議員　　斎藤　眞一　　
� 中山町議会議員　　村山　　隆　　
� 中山町議会議員　　佐竹　英規　　
� （議長以外は議席順）

　今定例会最終日、本会議を一時中断し、議員懇
談会を開催。議員全員の同意のもと「議会対応に
関する申入書」を佐藤町長に提出することとしま
した。
　これまでも、議会から町執行部に対し要望書の
提出を行ったり、全員協議会等での提出議案につ
いての詳細な説明を求めてきましたが、十分な説
明がなく、また、今定例会での議案撤回などが重
なり、今後このようなことが起きないようにとい
う考えから、申入書の提出に至りました。
　申入れの内容は下記のとおりです。

佐藤町長へ議会対応の適正化を求め佐藤町長へ議会対応の適正化を求め
� 議員全員による申入書を提出� 議員全員による申入書を提出

本会議一時中断
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渡辺　博文 議員（１３ページ）

▪‌▪‌��最上川中山緑地の管理および使用について最上川中山緑地の管理および使用について

佐竹　英規 議員（１４ページ）

▪‌▪‌��“まちづくりの指針”“まちづくりの指針”
　４つの重点プロジェクトの進捗状況は　４つの重点プロジェクトの進捗状況は

夛田　慎二 議員（１６ページ）

▪‌▪‌��宮城県松島町との�災害時応援協定について宮城県松島町との�災害時応援協定について
▪▪避難先の確保について避難先の確保について

佐東　幸治 議員（１５ページ）

▪‌▪‌��最上川中山緑地の利用方法を考えよう最上川中山緑地の利用方法を考えよう
▪▪先行的に小中一貫教育の導入を先行的に小中一貫教育の導入を

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

質問者（発言順）

一 般 質 問一 般 質 問
　一般質問とは、議員個人が町の事務・事業の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町長などに求め、
町が町民のために適切な町政運営を進めているかを議員がチェックするものです。
　質問方法は、効率的な議会運営を目的に、質問する議員があらかじめ議長に質問の趣旨などを知らせる「通告制」
を採用し、議員はその内容に沿って質問します。中山町議会では、質問時間は答弁と合わせて４０分以内としています。

４人の議員が一般質問
　９月定例会では、４人の議員が６件の一般質問を行い、
将来の町政について活発な議論を展開しました。

一 般 質 問一 般 質 問

渡
わた

辺
なべ

 博
ひろ

文
ふみ

 議員

問　
最
上
川
中
山
緑
地
の

「
せ
せ
ら
ぎ
公
園
」は
、令

和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
り

無
動
力
ポ
ン
プ
が
不
調
と

な
り
、
そ
の
後
は
「
せ
せ

ら
ぎ
」
が
失
わ
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
に
輪
を
か
け
る

よ
う
に
今
年
８
月
３
日
か

ら
４
日
の
大
雨
に
よ
り
、

ま
た
冠
水
し
た
。
今
後
の

管
理
は
ど
う
考
え
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
無
動
力
ポ

ン
プ
に
こ
だ
わ
る
必
要
は

あ
る
の
か
。
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
を
設
置
し
動
力
ポ
ン

プ
に
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
無
動
力
ポ
ン
プ
や

配
管
へ
の
土
砂
の
流
入
な

ど
に
よ
り
、
稼
働
で
き
な

く
な
る
状
況
が
た
び
た
び

発
生
し
、
特
に
平
成
２４
年

に
は
国
土
交
通
省
へ
緊
急

要
望
を
行
い
、
大
規
模
な

修
繕
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
豪
雨
が
頻
発
す

る
状
況
を
踏
ま
え
、
最
上

川
中
山
緑
地
の
あ
り
方
、

ひ
い
て
は
せ
せ
ら
ぎ
公
園

の
水
路
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
中
で
、
設
置
者
で
あ

る
国
土
交
通
省
と
、
無
動

力
ポ
ン
プ
の
今
後
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　
最
上
川
中
山
緑
地
の

堤
防
側
は
、
今
年
５
月
ま

で
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を

楽
し
む
人
々
で
大
変
賑

わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

町
は
ロ
ー
プ
を
張
り
、
そ

の
人
々
を
締
め
出
す
行
為

を
行
っ
た
。
い
ず
み
地
区

や
、
あ
お
ば
地
区
の
住
民

か
ら
苦
情
が
出
て
い
た
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
に
対
し
、
利
用

者
か
ら
は
「
中
山
町
は
意

地
が
悪
い
」「
中
山
町
の

行
政
は
根
性
が
悪
い
」
な

ど
散
々
な
言
わ
れ
方
を
し

て
い
る
。
こ
れ
に
至
っ
た

理
由
は
。

が
見
え
始
め
危
険
な
状
況

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

建
設
課
長 

通
路
へ
の
駐
車

に
つ
い
て
は
、
通
行
す
る

車
や
歩
行
者
と
接
触
す
る

危
険
が
あ
る
た
め
、
今
後

そ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
見

ら
れ
れ
ば
、
注
意
喚
起
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

と
し
て
整
備
し
た
。

問　
現
在
の
よ
う
な
設
置

の
仕
方
で
は
、
テ
ン
ト
を

張
る
と
こ
ろ
に
水
が
た
ま

り
、
誰
も
そ
こ
で
テ
ン
ト

を
張
ろ
う
と
は
考
え
な

い
。
私
も
ア
ウ
ト
ド
ア
が

好
き
で
、
キ
ャ
ン
プ
歴
は

４６
年
に
な
る
が
、
あ
の
状

態
の
と
こ
ろ
に
テ
ン
ト
は

張
ら
な
い
。

建
設
課
長 

今
ま
で
の
利
用

状
況
か
ら
利
便
性
を
考

え
、
設
置
し
た
。

町
長　
多
く
の
ア
ウ
ト
ド

ア
利
用
者
に
よ
り
一
斉
に

行
わ
れ
る
、
焚
き
火
や
煮

炊
き
に
よ
る
煙
と
匂
い

で
、
洗
濯
物
が
干
せ
な
い

な
ど
、
近
隣
住
民
の
方
々

か
ら
生
活
環
境
へ
の
影
響

に
対
す
る
苦
情
が
あ
っ

た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
利

用
者
の
マ
ナ
ー
の
問
題
で

は
な
く
、
同
時
的
利
用
者

総
量
の
問
題
で
あ
る
た

め
、
そ
の
量
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
べ
く
、
国
土
交

通
省
と
協
議
し
、
住
宅
地

と
最
上
川
中
山
緑
地
の
あ

い
だ
の
緩
衝
地
帯
と
し

て
、
堤
防
側
を
規
制
区
間

と
す
る
と
と
も
に
、
砂
利

通
路
を
整
備
し
た
。

　
こ
の
措
置
に
対
し
て
、

利
用
者
、
ま
た
、
近
隣
住

民
か
ら
の
苦
情
は
現
在
の

と
こ
ろ
な
い
。

問　
利
用
者
か
ら
の
苦
情

が
な
い
の
で
は
な
く
、
あ

き
れ
て
誰
も
来
な
く
な
っ

た
だ
け
と
考
え
る
。
で

は
、
ロ
ー
プ
を
張
っ
た
こ

と
に
よ
り
迷
惑
路
上
駐
車

最上川中山緑地の最上川中山緑地の
� 管理および使用について� 管理および使用について

ときには両側駐車できわめて危険！

ここにはテントは張れない！

私
の
思
い

　
行
政
は
、
ま
ず
町
民
の

立
場
で
、
使
用
者
の
立
場

に
立
っ
て
物
事
を
考
え
て

く
れ
る
こ
と
を
望
む
。

問　
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
、

中
央
通
路
か
ら
左
右
に
砕

石
を
敷
い
た
が
、
こ
の
目

的
は
何
か
。

町
長　
イ
ベ
ン
ト
広
場
内

へ
の
車
両
乗
入
れ
を
可
能

と
し
た
こ
と
に
伴
い
、
雨

天
時
に
泥
な
ど
に
よ
り
ス

タ
ッ
ク
し
な
い
よ
う
通
路
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一 般 質 問

佐
さ

竹
たけ

 英
ひで

規
き

 議員

一 般 質 問

有事に備えて地域住民と消防団の合同防災訓練

中山緑地の冠水被害を減らすため、利用方法の見直しを

“まちづくりの指針”“まちづくりの指針”
４つの重点プロジェクトの進捗状況は４つの重点プロジェクトの進捗状況は

先
行
的
に
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
を

先
行
的
に
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
を

問　

冠
水
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
今
年
度
、
排
水
ポ

ン
プ
２
台
と
発
電
機
を
整

備
す
る
ほ
か
、
道
路
冠
水

等
の
被
害
軽
減
を
目
指

し
、
雨
水
浸し

ん
透と

う
桝ま

す
の
効
果

を
検
証
す
る
実
証
実
験
を

予
定
し
て
い
る
。
各
河
川

管
理
者
で
あ
る
国
・
県
と

連
携
し
な
が
ら
、
浸
水
害

に
よ
る
被
害
を
で
き
る
限

り
抑
制
す
る
た
め
の
対
策

を
と
っ
て
い
く
。

１
．「
防
災
・
減
災 

災

害
に
つ
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
取
組
み
」

に
つ
い
て

問　
令
和
４
年
８
月
の
大

雨
に
よ
る
影
響
で
、「
最

上
川
中
山
緑
地
」
が
冠
水

し
、
置
い
て
あ
る
備
品
な

ど
が
流
さ
れ
た
。

　
今
後
、
緑
地
内
に
は
、

サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
や
各

ネ
ッ
ト
類
を
設
置
し
な
い

こ
と
と
し
、
利
用
す
る
場

合
は
、
各
利
用
団
体
が
備

品
を
設
置
し
、
終
了
後
は

撤
去
す
る
こ
と
を
徹
底
し

て
は
ど
う
か
。

町
長　
運
動
広
場
は
、
再

び
備
品
を
置
い
て
サ
ッ

カ
ー
場
や
野
球
場
と
し
て

整
備
す
る
の
か
、
そ
の
他

の
用
途
と
す
る
の
か
検
討

を
行
い
、
方
向
性
が
決
ま

問　
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ

デ
ア
や
町
へ
の
施
策
提
案

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
こ
の
主
要
施
策
の

一
つ
に
、「
子
ど
も
と
地

域
と
の
関
わ
り
や
体
験
活

動
の
充
実
」
を
掲
げ
て
い

る
。
今
年
度
は
、
中
山
中

学
校
３
年
生
が
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
に
お
い

て
「
住
み
続
け
た
い
と
思

う
ま
ち
づ
く
り
探
求
」
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
町
へ

の
施
策
提
案
の
発
表
に
向

け
て
活
動
を
進
め
て
い
る
。

問　
「
安
心
し
て
歩
け
る
」

た
め
の
安
全
確
保
が
必
要

だ
と
考
え
る
。
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
の
充
実
や
、
道
路

２
．「
子
ど
も
た
ち
が
住

み
続
け
た
い
・
帰
っ
て

き
た
い
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
取
組

み
」
に
つ
い
て

３
．「
歩
き
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
・
歩
い
て
健
幸

の
ま
ち
づ
く
り
の
取
組

み
」
に
つ
い
て

る
ま
で
は
、
備
品

等
の
設
置
は
し
な

い
考
え
で
あ
る
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
常

時
テ
ニ
ス
ネ
ッ
ト

を
設
置
し
、
コ
ー

ト
周
辺
の
防
球

ネ
ッ
ト
は
、
ボ
ー

ル
が
車
道
へ
出
な

い
よ
う
に
南
側
か

ら
復
旧
を
行
う
。

問　
中
山
緑
地
の

な
検
討
の
着
手
に
向
け

て
、
今
年
度
は
町
有
施
設

の
現
状
を
客
観
的
に
調
査

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が

取
り
得
る
方
向
性
や
必
要

と
見
込
ま
れ
る
コ
ス
ト
規

模
を
「
個
別
施
設
計
画
」

と
し
て
集
約
す
る
作
業
を

進
め
て
い
る
。

　
こ
こ
で
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
を
基
に
、
次
年
度
以
降

は
「
町
有
施
設
全
体
に
関

す
る
方
向
性
」
に
つ
い

問　
９
年
間
の
義
務
教
育

を
一
貫
し
て
行
う
新
た
な

学
校
の
種
類
で
あ
る
「
義

務
教
育
学
校
」
の
設
置
を

可
能
と
す
る
改
正
学
校
教

育
法
が
成
立
し
、
平
成
２８

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

た
。

　
こ
の
制
度
化
か
ら
５
年

を
経
て
、
各
地
域
の
課
題

や
実
情
を
踏
ま
え
た
独
自

の
工
夫
が
加
え
ら
れ
、
今

後
、
よ
り
一
層
の
充
実
が

図
ら
れ
る
よ
う
研
究
さ
れ

て
い
る
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
小

学
校
施
設
の
老
朽
化
、
児

童
数
の
減
少
に
よ
り
、
近

い
将
来
、
小
中
学
校
の

『
改
革
』
は
避
け
ら
れ
な

い
こ
と
と
考
え
る
。
実
際

の
時
期
は
見
極
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
積
極
的

な
取
り
組
み
と
し
て
、
小

中
一
貫
教
育
を
先
行
的
に

進
め
て
は
ど
う
か
。

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
を
通
じ
町
民
な
ど
の
意

見
を
集
約
す
る
と
と
も

に
、
町
民
に
も
参
画
い
た

だ
き
な
が
ら
組
織
的
な
検

討
を
進
め
て
い
く
。

問　
町
長
と
し
て
、
引
き

続
き
第
６
次
中
山
町
総
合

発
展
計
画
を
推
進
し
て
い

く
考
え
は
あ
る
の
か
。

佐
藤
町
長
が
３
選
へ

出
馬
を
正
式
表
明

町
長　
第
６
次
中
山
町
総

合
発
展
計
画
に
基
づ
き
、

今
後
も
町
の
発
展
の
た
め

に
提
案
を
示
し
、
引
き
続

き
重
責
を
担
い
、
町
政
運

営
に
力
を
尽
く
し
た
い
。

私
の
思
い

　
「
生
涯
住
み
続
け
た
い
、

と
選
ば
れ
る
ま
ち
」
へ
向

け
て
、
計
画
を
着
実
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

教
育
長　

小
中
一
貫
教
育

は
、
義
務
教
育
９
年
間
の

学
習
指
導
と
生
活
指
導
の

円
滑
な
接
続
や
教
育
効
果

の
向
上
を
図
る
た
め
、
連

続
性
の
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る

体
系
的
な
学
校
制
度
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。

　

現
在
の
学
校
現
場
で

は
、
授
業
改
善
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
推
進
、
特
別
支
援

教
育
に
お
け
る
個
別
の
教

育
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育

な
ど
の
諸
課
題
を
優
先
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
学
校
配
置
の
議

論
と
と
も
に
、
小
中
一
貫

教
育
の
推
進
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

私
の
思
い

　
子
ど
も
た
ち
は
新
し
い

時
代
に
挑
戦
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
ま
ず
は
、
大
人
が
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
す
る
姿
を

見
せ
る
の
も
教
育
で
は
。

を
往
来
す
る
方

に
注
意
を
促
す

標
識
の
設
置
を

進
め
る
こ
と
が

重
要
な
の
で

は
。

町
長　
町
単
独

で
は
成
し
得
な

い
取
り
組
み
な

の
で
、
関
係
機

関
と
の
連
携
の

も
と
、
必
要
な

箇
所
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
な

が
ら
設
置
を
進

め
て
い
く
。

問　
冠
水
時
、
物
の
引
っ

掛
か
り
を
減
ら
し
、
水
の

流
れ
が
滞
ら
な
い
よ
う

に
、
敷
地
境
界
の
杭
は
、

で
き
る
だ
け
低
く
し
て
は

ど
う
か
。

町
長　
緑
地
内
の
杭
は
、

各
広
場
の
境
界
の
可
視

化
、
ま
た
、
自
家
用
車
な

ど
の
車
両
進
入
禁
止
の
印

と
し
て
設
置
し
て
い
る
た

め
、
あ
る
程
度
の
高
さ
が

必
要
と
認
識
し
て
お
り
、

適
正
な
高
さ
に
復
旧
し
て

い
く
。

佐
さ

東
とう

 幸
こう

治
じ

 議員

最上川中山緑地の最上川中山緑地の
� 利用方法を考えよう� 利用方法を考えよう

利
用
が
制
限
さ
れ
た
分
、

堤
防
の
内
側
（
住
宅
側
）

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
充
実

さ
せ
、
利
用
調
整
を
柔
軟

に
行
っ
て
は
ど
う
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
緑
地
内

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
利
用

し
て
き
た
団
体
や
個
人
に

は
、
町
有
施
設
や
学
校
開

放
施
設
な
ど
を
使
用
し
て

い
た
だ
き
、
使
用
申
請
手

続
き
を
含
め
、
使
い
や
す

い
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

問　
ど
の
よ
う
な
手
順
で

進
め
て
い
く
考
え
な
の

か
。
ま
た
、
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。

町
長　
こ
れ
か
ら
の
中
山

町
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
の

あ
り
方
に
関
す
る
本
格
的

４
．「
町
役
場
庁
舎
・
公

共
施
設
再
配
置
の
事
業

化
に
向
け
た
取
組
み
」

に
つ
い
て
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ひま
わり
グラ
ウン
ド・
ゴル
フ場

ひま
わり
グラ
ウン
ド・
ゴル
フ場

最上
川

最上
川

山
形
自
動
車
道

山
形
自
動
車
道

クラブハウスクラブハウス

予定地予定地

一 般 質 問

夛
た

田
だ

 慎
しん

二
じ

 議員

宮城県松島町との宮城県松島町との
� 災害時応援協定について� 災害時応援協定について

問　
６
月
１５
日
か
ら
１６
日

に
か
け
て
の
大
雨
に
よ

り
、
当
町
と
災
害
時
に
お

け
る
相
互
応
援
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
い
る
宮

城
県
松
島
町
で
も
大
き
な

被
害
が
発
生
し
た
が
、
ど

ん
な
対
応
を
し
た
の
か
。

町
長　
災
害
発
生
を
報
道

で
知
り
、
１７
日
に
危
機
管

理
グ
ル
ー
プ
の
担
当
者
が

松
島
町
へ
電
話
し
、
状
況

を
伺
い
、
町
と
し
て
で
き

る
こ
と
が
な
い
か
申
し
出

を
し
た
。
松
島
町
か
ら

は
、
現
時
点
で
被
害
の
全

容
が
不
明
で
あ
る
た
め
、

今
後
、
応
援
が
必
要
な
と

き
に
要
請
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
返
答
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
改
め

て
応
援
要
請
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
回
は
協
定

に
基
づ
く
応
援
を
実
施
し

て
い
な
い
。

問　
令
和
元
年
１２
月
定
例

会
の
一
般
質
問
で
「
災
害

時
に
お
け
る
相
互
応
援
協

定
を
締
結
し
て
い
る
松
島

町
の
被
災
に
対
し
て
、
当

町
の
車
両
を
使
用
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
迅
速
か
つ

円
滑
に
派
遣
で
き
る
体
制

を
整
備
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
将
来
的
に
は
そ
の

体
制
を
基
礎
に
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
他
の
地
域

に
も
送
り
出
せ
る
よ
う
目

指
し
た
い
と
思
う
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。
今
回
、

松
島
町
に
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
立
ち

上
が
っ
た
が
、
派
遣
の
検

討
は
し
た
の
か
。

町
長　
１７
日
に
、
松
島
町

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
２１
日

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
た
が
、
募
集
の

道
掘
削
土
の
提
供
を
い
つ

受
け
ら
れ
る
か
現
時
点
で

は
わ
か
ら
な
い
状
況
で
あ

る
。

　
町
内
の
候
補
地
の
選
定

に
つ
い
て
は
、
垂
直
避
難

だ
け
で
な
く
、
他
の
治
水

対
策
と
も
あ
わ
せ
て
考
え

な
が
ら
石
子
沢
川
流
域
治

水
勉
強
会
で
助
言
を
い
た

だ
き
、
検
討
し
て
い
く
。

問　
先
日
も
避
難
指
示
が

出
る
な
ど
、
以
前
に
増
し

て
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

住
民
に
避
難
先
の
確
保
を

呼
び
か
け
る
だ
け
で
は
な

く
、
長
崎
小
学
校
の
２

階
・
３
階
や
近
隣
市
町
村

へ
の
避
難
な
ど
、
避
難
先

の
確
保
に
つ
い
て
、
町
で

も
早
急
に
対
応
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長　

町
民
に
は
、「
自

ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
今
後
も
、
継
続

的
に
避
難
行
動
に
つ
い
て

の
広
報
を
行
い
、
避
難
先

の
確
保
を
お
願
い
し
て
い

き
た
い
。

　
災
害
発
生
直
後
に
円
滑

に
避
難
す
る
た
め
に
は
、

町
内
の
み
な
ら
ず
、
近
隣

市
町
の
施
設
や
民
間
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

等
の
大
規
模
商
業
施
設
を

活
用
す
る
こ
と
な
ど
、
先

進
事
例
な
ど
を
参
考
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
長
崎
小
学
校
の

２
階
・
３
階
の
教
室
を
避

難
所
に
設
定
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
児
童
の
学
習

の
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

教
育
委
員
会
お
よ
び
学
校

と
も
十
分
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

私
の
思
い

　
職
員
の
派
遣
も
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
被
災
自
治
体

の
手
助
け
に
な
る
と
同
時

に
、
講
習
な
ど
で
は
得
ら

れ
な
い
経
験
を
積
む
こ
と

で
中
山
町
の
災
害
対
応
に

も
必
ず
役
立
つ
と
思
う
の

で
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。

条
件
が
宮
城
県
に
在
住
の

方
を
対
象
と
し
て
い
た
た

め
、
町
か
ら
の
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
は
行
っ

て
い
な
い
。

問　
垂
直
避
難
拠
点
整
備

事
業
に
お
い
て
、
現
在
、

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

垂
直
避
難
拠
点
は
大
切
な

施
設
で
あ
る
。一
方
で
、最

上
川
に
近
い
こ
と
か
ら
、

避
難
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た

場
合
な
ど
、
緊
急
に
垂
直

避
難
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
の
み
に
使
わ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　
今
後
、
同
様
の
事
業
が

で
き
る
場
合
に
備
え
て
、

あ
る
程
度
候
補
地
を
選
定

し
て
お
く
必
要
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

町
長　
最
上
川
流
域
治
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る

河
道
掘
削
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
度
で
完
了
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
河

避
難
先
の
確
保
に

避
難
先
の
確
保
に

つ
い
て

つ
い
て

臨時会が開催されました

　６月２０日、令和４年第３回臨時会が開催されました。
　提出議案は２件で、原案のとおり可決しました。
　現在、町が進めている垂直避難拠点整備事業について、用地取得
に係る議案が提出されました。この事業は、「ひまわりグラウンド・
ゴルフ場クラブハウス」の東側を約７．０ｍ土盛りし、垂直避難拠点
として整備を予定しているもので、目的は、高速道路や最上川堤防
と接続する高さの避難場所を確保することにより、大規模な水害時

６月臨時会 垂直避難拠点の用地を取得

その議案に私は賛成、私は反対その議案に私は賛成、私は反対
６月臨時会 採決状況 ○賛成　●反対　 欠席　 退席

議
案
番
号

議案名と主な内容
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 議長
佐
東
幸
治

須
貝
勝
司

夛
田
慎
二

鈴
木
徹
雄

渡
辺
博
文

斎
藤
眞
一

村
山　
隆

欠　
員

佐
竹
英
規

鎌
上　
徹

議第
３８号

令和４年度中山町一般会計補正予算（第３号）について
歳入歳出予算それぞれ１億８８１万円増額し、歳入歳出予算を
総額５４億３６２８万９０００円とする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

３９号
土地の取得について
議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条
の規定による
＊垂直避難拠点整備事業用地

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ＊

期　日 会　議 備　　考
６月２０日（月） 本　会　議 議第３８号〜３９号　各件毎提案理由の説明、質疑、討論、採決

令和４年 中山町議会６月臨時会日程表

掘削土搬入が始まった垂直避難拠点
１０月６日から国土交通省による河道掘削土搬入が行われています。

において、高速道路や堤防に垂直避難した避難
者の避難拠点とするものです。
　これまでの経過として、令和４年２月に地権
者への事業計画等説明会を行い、同意確認を経
て、今回の用地取得に至りました。
　取得内容は下記のとおりです。

盛土範囲

用地取得範囲

※注：議長は採決に加わりません。議席番号８番は欠員となります。

①　取得する財産　中山町大字長崎字久保
　　　　　　　　　７７２５番１　外２５筆
②　取得地積　　　１０，３８４㎡
③　取得予定金額　１１５５万２８９２円
④　土地所有者　　２０名
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議会広報クリニックでの指摘に納得

多くの人が紅花観賞に訪れました 紅花で染めた着物を特別公開

令和３年度 全国町村議会広報表彰

最優秀賞（第１位）
岩手県岩泉町議会

優秀賞（第２位）
埼玉県寄居町議会

優秀賞（第３位）
福岡県大刀洗町議会

トップトップ
３３

「伝える」から「伝わる」へ ―「議会だより」は生き残れるか？―
議会広報常任委員会報告（委員長：村山　隆）

「紅花まつり」が開催されました
柏倉家住宅保存・利活用特別委員会報告（委員長：佐竹英規）

　９月６日、第２５回柏倉家住宅保存・利活用特別委員会が開催されました。
　報告された内容は以下のとおりです。

町村議会広報研修会（山形県）
　７月１３日、山形国際交流プラザを会場に、町村議会広報研修会が開催されました。
　今回は、県内町村を２つのブロックに分け、感染症対策を徹底した形で行われました。
◦研修内容　講師：議会広報サポーター　芳野　政明 氏
　１．講話「住民に読まれ、伝わる 議会の存在感高める―議会広報の基本と編集―」
　２．議会広報クリニック
　‌�　講演では、最近の議会広報のトレンドとして、表紙・写真・見出しに重点を置き、視覚的に伝え

ることや、住民が「知りたいこと」と「伝えたいこと」をつなぐなど、議会報発行の意義・目的を
明確にし、住民の声をどのように反映できるかを考えるべきとの意見をいただきました。

◦‌「なかやま議会だより第２１号」についてのクリニック内容

町村議会広報研修会（全国）
　９月２０日、東京都のシェーンバッハ・サボー（砂防会館 別館）を会場に、全国町村議会議長会主
催による広報研修会が開催されました。
　コロナ禍を受けて3年ぶりに開催された研修会では、令和３年度全国表彰を受けた３町村の「議会
だより」の講評・分析をはじめ、ポストコロナ時代、ＳＤＧｓの考え方をもとに、これからの「議会
だより」、そして「議会のあり方」をも考えさせられる内容でした。

　◦‌�令和４年度予算の主な目玉事業をピックアッ
プ。予算額と事業内容が簡潔でわかりやすく
紹介されており、小見出しも的確。

　◦‌�議会活動報告は、写真や資料が「ある」とこ
ろと、「ない」ところがある。１記事に写真
１点を基本としたい。

　◦‌�モニターの声やまち・ひとインタビューなど、
住民登場が多い。できれば政策制度に関わる
住民の意見、要望、提案を受け付ける企画も
ほしい。

　私たち広報委員会が定例会ごとに議
会の内容を詳しくていねいに「伝えよ
う」としているのに対し、受け手とな
る住民に、それが本当に必要で知りた
い情報なのか、それが正確に「伝わっ
ているのか」という観点が欠落してい
ないかという指摘がありました。
　大変勉強になり、今後はこの「伝え
る」から「伝わる」紙面づくりを目指
して、議会だよりを編集・発行してい
きます。

３　旧柏倉家住宅保存活用計画策定の進捗状況について
　計画の第１章から第６章までの記載事項（進捗状況）について報告があり、今後の予定として、９
月より現地調査や素案作成、追加および精査を行い、１１月下旬に文化庁への提出を経て、その後、令
和５年３月に計画書の印刷が開始される予定であることが説明されました。

お問い合わせ：中山町議会事務局 ☎023-662-4370

お気軽にお越しください。みんなの議会 傍聴しませんかみんなの議会 傍聴しませんか

の予定です。1212 月月77日（水）〜日（水）〜99日（金）日（金）次回の定例会は

１　今年度の入館者数について
　令和４年４月から８月末までの入館者数は九左衛門家が合計９０３人、惣右衛門家が合計１１９人であっ
たとの報告がありました。

２　２０２２ 旧柏倉九左衛門家紅花まつりについて
　７月９日・１０日に開催された「２０２２ 旧柏倉九左衛門家紅花まつり」の実施結果について報告があ
りました。
　重要文化財の九左衛門家を中心に、黒塀のまちなみに点在する柏倉一族の旧屋敷群を会場にさまざ
まな催し物が行われました。九左衛門家では、江戸時代における柏倉家の紅花栽培の歴史についての
紹介パネル展示や、切り花の販売も行われ、そのほか門前でフードやハンドメイドなどのマルシェ等
も開催され、２日間で２８７人の来場者がありました。
　紅花まつり全体としては、約４００人の来場者で賑わいました。
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地元の木材が活用された、趣のある五木村役場

議　長
折原政信議員

（山形市）

副議長
棚井裕一議員

（上山市）

香川県と県内１６市町の水道事業を統合して
誕生した香川県広域水道企業団　　　　　

全国初の県内一水道、香川県に学ぶ
最上川中部水道企業団議会議員研修報告

先進地の取り組みを学ぶ
村山地方町村議会議長会　正副議長視察研修報告

◦研　修　日　７月２０日・２１日　　　◦出 席 者　鎌上議長、佐東副議長
◦研修視察地　熊本県五

い つ き む ら
木村・福岡県大

た ち あ ら い ま ち
刀洗町

◦研 修 目 的　定住支援の取り組みについて（五木村）／議会改革の取り組みについて（大刀洗町）
◦研 修 内 容　　
　◆五木村の定住支援の取り組み

　五木村の人口は、昭和３５年の約６５００人をピー
クに、昭和４１年から始まった川辺ダム建設計画
の影響により徐々に転出者が増え、現在は１０００
人以下まで減少しています。一時ダム建設は中
断していましたが、平成３０年の熊本水害の発生
により、ダム建設が再浮上し、現在、水没の可
能性がある住宅の移転を進めています。
　村では、定住促進のため、平成２２年度に制定

◦研 修 日　７月１２日・１３日
◦中山町選出議員（出席者）　渡辺博文、佐東幸治、須貝勝司、夛田慎二、鈴木徹雄、斎藤眞一
◦研修内容（１２日）　徳島県 鳴門市水道局「浄水場の共同化について」
　　　　　 （１３日）　香川県広域水道企業団「香川県における水道事業の広域化について」
　香川県広域水道企業団は、人口減少による給水収益の減少や水道施設の老朽化など、山積する課題
を解決し、広域化による運営基盤の強化や住民サービス水準の向上を図るため、離島を含めた県内全
域を対象とした全国初の県内一水道として、県と８市８町により平成３０年に事業が開始されました。

　事業開始にあたっては、旧事業体で水道料金が違う
などの課題があり、令和９年度まで旧事業体ごとに区
分経理を行い、費用収益バランスを確認しながら水道
料金を設定し、区分経理期間中は平均改定率が１０％を
超える料金改定を回避するため、一般会計から繰り出
しを行うなどの対応をしているそうです。
　この研修を通し、将来的に水道事業の広域化を進め
ていく場合には、水道事業者間のみだけではなく、関
係自治体間の調整・協力が非常に重要であることを学
びました。

　７月２５日、山形広域環境事務組合議会定例会が開催されました。
　議事に先立ち、議長・副議長選挙が行われ、議長に折

おり
原
はら

政
まさ

信
のぶ

議員（山形市）、副議長に棚
たな

井
い

裕
ゆう

一
いち

議
員（上山市）の両氏が選任されました。
　議事については、以下の議案３件で、すべて承認、同意されました。
１．令和３年度山形広域環境事務組合歳入歳出決算認定について
　‌�　歳入総額は３７億１３４５万２２７５円、歳出総額は３６億２９５４万５４２６円で、歳入歳出差引残額の８３９０万６８４９

円を翌年度に繰り越しました。
２．山形広域環境事務組合監査委員の選任について
　　当町選出の佐竹英規議員が選任、同意されました。
　‌�　任期は、令和４年７月２５日から令和６年７月９日まで

となります。
３．‌�山形広域環境事務組合情報公開・個人情報審査会委員の

選任について
　‌�　５名の委員のうち４名が引き続き選任され、新たに‌

坂
さか

本
もと

弘
ひろ

子
こ

氏（山形市）が選任、同意されました。

監査委員に佐竹英規議員（中山町）を選任
山形広域環境事務組合議会報告①自由討議の推進…‌‌ �全員協議会など執行部からの説明後、議員同士の自由討議による合意形成を図り本会議に臨む。

②議会報告会…議会‌�からの報告を最小限にとどめ、参加者からの意見を聞くことを重視する。
③議会モニター制度‌�…定員８人以内、毎定例会後、全議員と意見交換を実施している。
④議会だよりの充実‌�…紙面から動画や議事録へつながる二次認証をつけている。
⑤委員会からの提言‌�書…各委員会は年度計画を策定し、年間の重点課題を設定し、提言書提出や予算要求も行って

いる。
⑥各種団体との意見‌�交換会…区長会、民生委員、ＰＴＡ役員、消防団員、交通安全協会などとの意見交換会を実施

している。
⑦議会活動の検証…‌ �基本条例の条文ごとに到達や課題を自己評価している。
⑧答弁事項の対応状‌�況調査…定例会後、議員が調書を提出し、町長は、対応方針や進捗状況を、次の定例会までに

報告する。
⑨休日議会の開催…‌ �傍聴の機会を増やすために開始し、開かれた議会として定着したが、現在は議会のインター

ネット中継が整備されたため、取りやめとなっている。
⑩住民に身近な議会‌�であるために…議会の日々の活動、話し合いを増やし、いっしょに考え、政策提言や予算に反

映させ、政策サイクルを確立する。

した「子育て・定住支援条例」による各種施策を展開し、雇用創出・定住促進・子育て支援に力を
入れており、特に雇用創出では「五木村副業協同組合」を設立し、事業者が組合員となり、移住者
を雇用し、各事業所の繁忙期に応じて派遣を行い、雇用を創出しています。そのほか、英語教育・
ドローン指導などにも力を入れ、季節によって住居を変える季節移住などの提案もありました。

　◆大刀洗町の議会改革の取り組み
　大刀洗町は人口１万５８８１人（令和４年５月末）、世帯数５９９４世帯、議員定数１２名で当町の約１．５倍
の規模です。議会改革の先進地として全国的にも有名で、内容は下記のとおりです。

　五木村は、まさしく村の存続をかけ、村民が一体となって活動を進めていることが感じられ、特に
雇用と子育ての政策には学ぶ点が多くありました。
　大刀洗町は、町民と議会の距離が近く、開かれた議会という印象を強く受けました。私たちも開か
れた議会を目指して改革を進めていきます。

小豆ブロック
統括センター

西讃ブロック
統括センター

中讃ブロック
統括センター

高松ブロック
統括センター

東讃ブロック
統括センター

本部

香川県広域
水道企業団
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　岡地区、柏倉九左衛門家から北へ約３００ｍ

に位置する「岡村観音堂」は、「木造十一面

千手観音菩薩立像」をご本尊としています。

別名「雨乞い観音」といわれており、人々の

信仰を集めています。� （⇒詳しくはＰ１４へ）

ご本尊は

雨乞いに御
ご り や く

利益あり
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中山町の名所や行事を子どもたちが描いた「なかやまカルタ」の
中山町の名所や行事を子どもたちが描いた「なかやまカルタ」の

「岡村観音堂」の札「岡村観音堂」の札 （中山町青少年育成町民会議・中山町教育委員会）
（中山町青少年育成町民会議・中山町教育委員会）

ふるさと
シリーズ

再発見

！

べにばな国体記念モニュメント

村田兆治の２００勝記念プレート

おいしい里芋（土
ど た れ

垂）が採れました。

収穫間近な里芋畑でパチリ。（８月２６日、達磨寺地内）

約
70
m

約100m

今号の表紙 野球界の歴史を刻んだ中山公園 「山形県野球場」ふるさと
シリーズ

再発見
！

表紙シリーズ「ふるさと再発見！」では、地元の人しか知らない、知っているけれど見たことがない、そんな風景・
造形・自然などを紹介しています。地域の隠れた魅力、自慢の風景など、紹介したい場所や物がある方は、町議会
事務局（☎023-662-4370）まで、お気軽にご連絡ください。

　山形県野球場は１９８０年、中山公園（長崎地区）内に完成し、高校野球
や社会人野球などのアマチュア野球公式戦や、プロ野球の公式戦も 
行われました。その後、１９８５年に照明設備が追加設置され、プロ野球の

ナイター
4 4 4 4

開催にも対応できるようになりました。
　１９８９年５月１３日に当野球場で行われたプロ野球公式戦、ロッテオリオンズ対日
本ハムファイターズの試合では、ロッテオリオンズの村田兆治投手が、入団２１年
目（当時３９歳）でプロ通算２００勝の大記録を達成しました。また、１９９２年山形県
で開催された「べにばな国体」では、高校野球（硬式）の会場となり、当時、星
稜高校（石川県）の松井秀喜選手が、１０月８日に行われた決勝戦で高校最後の本
塁打（高校通算６０本目）を記録し、星稜高校が国体初優勝を果たしました。
　２００５年のシーズンからは「東北楽天ゴールデンイーグルス」の二軍が本拠地と
して使用し、楽天主催のイースタン・リーグ公式戦が幾度も開催されているほ
か、２００８年にはフレッシュオールスターゲームも開催されました。
　２０１１年からは、施設命名権により、呼称を「荘内銀行・日新製薬スタジアムや
まがた」としています。現在、楽天二軍は撤退しましたが、プロ野球の試合が行
われたり、ソフトボール競技の合宿所として使用されており、また、その歴史か
ら高校野球の聖地として高校球児の憧れとなり、広く県民に親しまれています。

　「議会だより」を町民の皆さまに興味を持って読んでも
らえる内容にするため、感想・意見をいただいている「広
報モニター」の声をご紹介します。

　今回もたくさんの声をお寄せいただきありがとうございました。ご指摘のあった件については
検討させていただきます。
　ご意見、要望等ありましたら、どなたでもお気軽にご連絡ください。

◦‌ �表紙は「なかやまカルタ」を糸口にしての手法で妙案と感じ
ます。歴史を大切にしながら、今を考える姿勢が伺えます。

◦‌ �採決状況について、補正予算関連に書かれていることと対比
できるように、色分けするなどの工夫をお願いしたい。

◦‌ �一般質問記事は、質問・答弁が長すぎると読みづらい。

◦‌ �表紙の解説は、親切で興味深いです。

◦‌ �議会活動報告は大変見やすくわかりやすいです。まだまだ議
会活動を行っていると思いますので、大いに掲載していただ
きたい。

第22号から
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か

やま
議会だよりモニター

随時
募集中

ま
ち
・
ひ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

№16
大好き!

なかやま
自
分
の
大
好
き
な
作
物
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る

「
ま
ち
・
ひ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」で
は
、
中
山
町
が
大
好
き
で
、
町
内
外
で
活
躍
す
る
元
気
な「
若
者
」に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

第
１６
回
は
、「
新
規
就
農
者
」
で
昨
年
か
ら
里
芋
生
産
農
家
を
始
め
た
小
松
信
治
さ
ん
で
す
。

現
在
の
活
動
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
町
内
７※

反た
ん

歩ぶ

の

農
地
で
里
芋
を
生
産
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
７
ト
ン
の
収

穫
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
な
ん
で
す
か
？

　
　
　
　
　
一
昨
年
、
町
内

で
農
業
を
営
ん
で
い
る
方
の

と
こ
ろ
に
手
伝
い
に
行
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と

き
率
直
に
面
白
い
と
感
じ
、

始
め
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の

が
最
初
の
き
っ
か
け
で
す
。

そ
の
後
も
手
伝
い
に
行
く
機

会
が
増
え
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
な
が
ら
就
農
す
る

こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

小
松
さ
ん

小
松
さ
ん

け
で
す
が
、
今
後
も
自
分
の

好
き
な
も
の
を
生
産
し
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
も
大
好
物
な
の
で
、
い

つ
か
つ
く
っ
て
み
た
い
と
い

う
夢
が
あ
り
ま
す
。

で
き
た
ら
面
白
い
か
な
と
思

い
ま
す
。
私
自
身
も
芋
煮
で

使
う
野
菜
を
全
部
自
分
で
つ

く
れ
た
ら
い
い
な
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
に
対
し
て
要
望
等
は

あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
就
農
す
る
に
当

た
っ
て
、
農
地
の
確
保
で
み

ん
な
つ
ま
ず
き
ま
す
。
農
地

が
３
反
歩
以
上
な
い
と
、

国
・
県
の
補
助
を
受
け
ら
れ

な
い
の
が
現
状
で
、
新
規
就

農
者
に
対
し
、
町
で
農
地
の

斡
旋
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

将
来
的
に
ど
う
い
っ
た
作
物
を

生
産
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

　
　
　
　
　

里
芋
一
本
で

や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
だ
わ

り
は
あ
ま
り
な
い
で
す
。
里

芋
に
つ
い
て
も
好
き
な
食
べ

物
と
い
う
こ
と
で
始
め
た
わ

小
松
さ
ん

小
松
さ
ん

いずみ地区在住
里芋農家

小
こ
松
まつ
 信
しん
治
じ
さん（３０歳）

プロフィール

長崎小学校・中山中学校卒業。
高校卒業後、電気工事業や大工を経て、昨年より
新規就農者として農業を始める。
現在、町内において里芋を生産している。

何
の
作
物
を
つ
く
り
た
い
と

考
え
ま
し
た
か
？

　
　
　
　
　
里
芋
し
か
考
え

て
い
な
か
っ
た
で
す
。
理
由

は
、
単
純
に
自
分
が
好
き
な

食
べ
物
だ
か
ら
で
す
。

大
変
な
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　
　
　
　
　
人
手
が
足
り
な

い
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
里
芋
づ
く
り
自
体
を
大

変
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
作

業
よ
り
も
頭
で
考
え
る
こ
と

が
大
変
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

先
を
見
据
え
な
が
ら
段
取
り

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が

難
し
い
で
す
ね
。

中
山
町
の
農
家
と
し
て
何
か

思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
芋
煮
会
発
祥
の

地
と
い
う
こ
と
で
、
芋
煮
で

使
う
野
菜
を
全
て
町
内
産
に

小
松
さ
ん

小
松
さ
ん

小
松
さ
ん

※
７
反
歩
＝
７
０
０
０
㎡

　
（
お
よ
そ
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
１
面
分
の
広
さ
）

　
１
反
歩
＝
１０
ａ
＝
１
０
０
０
㎡

※‌�７反歩は７０００㎡、およそ
サッカーコート１面分の
広さです。

　（１反歩＝１０００㎡＝１０ａ）
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